
昭
和
3
9
年
度
平
城
宮
調
査
出
土
の
木
簡

平
城
宮
の
発
掘
で
、
第
５
次
調
査
の
最
初
の
木
簡
検
出
以
来
、
現
在
ま
で
に
出

土
し
た
木
簡
の
総
数
はＳ
Ｊ
点
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
1
4
次
調
査
か
ら
第
９９一

次
調
査
ま
で
に
検
出
し
だ
の
は
、
冨
に
点
て
あ
る
。

第
1
6
・
1
7
次
の
朱
雀
門
地
区
ぶｙ
ｔ
Ｘ
ふ
冫
¢
べ区
）
の
調
査
で
は
、
朱
雀
門

の
北
を
南
北
に
流
れ
る
溝
∽｛
｝ご呂
か
ら
、
過
所
札
を
含
む
1
9
点
の
木
簡
を
発
見

し
た
。
過
所
札
は
、
長
さ
６６
.５　§　
･幅３
.５　ｇ
の
長
方
形
の
材
の
表
裏
に
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
る
。

Ｊ
　
　
　
　
　

（
前力）

り「
関
こ
司
口
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
口
勝
足
石
許
田
作
人一

Ｄ
　
　
　
ｊ
　‘
　゙大
宅な
右二
人
左京
小
治町
大
初上
笠
阿
曽
弥
安戸
人
右二

贈「
同
伊
ノ
古
麻
呂
送行
乎
我
部
　鹿
毛
牡
馬
歳
七
　
　
　
　

里長
尾
治都
留
伎」

公
式
令
集
解
の
古
記
に
よ
る
と
、
過
所
に
は
竹
木
札
も
用
い
て
お
り
、
和
銅８

昭
和
3
9
年度ｆ
城宮
調
査
出土
の
木
簡

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

年
５
月
１
日
の
格
以
後
は
国
印
を
捺
す
よ
う
に
なっ
た
と
あ
る
。
印
を
捺
す
に
は

木
簡
は
不
適
当
だ
し
、
こ
の
木
簡
に
も
印
は
な
卜。
出
土
状
況
か
ら
確
実
な
年
代

を
き
め
るこ
と
は
で
き
な
い
が
、
伴
出
し
た
土
器
か
ら
す
る
と
、
平
城
宮
創
設
当

初
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
文
而
の
上
か
ら
上
限
は
官
位
の
表
記
が
大
宝
令
の
も
の

で
あ
る
か
ら
大
宝
元
年
と
す
る
と
、下
限
は
前
出
の
和
銅８
年
格
で
お
さ
え
るこ

と
がで
き
る
。
他
に「
捉
人
」の
名
辞
の
み
え
る
断
片
が
あ
る
。

第
1
8
次
調
査
で
発
掘
し
た
宮
域
西
辺
ぞ
い
の
６Ａ
Ｄ
Ｆ
区
で
は
、
1
9
点
の
木
簡
を

上
墳
帥入
応
丞
か
ら
検
出
し
た
。
保
存
状
態
が
悪
く
、
判
読
可
能
な
も
の
は
４
点

て
、
　
「
打口
釘口
」
や「
収
」口
打口
釘口
嘆
」」斤二
口
」
の
よ
う
に
、
釘
と
そ

の
製
造
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
墳
か
ら
は
、
フ
イ
ゴ
の
凵
の
破
片
や第１図　過所扎
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鉄
滓
類
似
品
が
出
て
お
り
、
木
簡
の
記
載
内
容
と
符
合
す
る
。
お
そ
ら
く
、
冶
金

関
係
の
工
房
が
こ
の
付
近
に
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
。
伴
出
し
た
土
器
か
ら
す
る
と
、

天
平
末
年
ま
で
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
次
内
裏
外
郭
内
に
あ
た
る
６Ａ
Ａ
Ｏ
区
の
第
2
0
次
調
査
で
は
、
木
簡
が
３
個

所
の
土
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
占丿数
は
、
ＳＫ
２１０ｒ
£
３４９
点
、
∽
｝
｛
μ
皀
、か
｝

｝｝点
、
ＳＫ
２１０７
が
1
7
点
て
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
二
者
か
ら
出
土
し
た
造
営
関

係
の
木
簡
が
顕
著
で
あ
る
。（
註
記
し
な
い
も
の
は
Ｓ
Ｋ
２１０１出
土
で
あ
る
）

こ（裏）（I表）「
北
口
所
進
挙
銃卜
六
隻
長三
寸￥
牒口
六
隻
長四寸

尻
塞
卅四
枚
　
　
　
　
鐶二
隻

｜

「
口
垰尻塞十六
枚
本
受
鉄
卅
三
斤
十
両
損十一
斤土両

合卅二
斤
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
　
　
　神亀六年三月圭
二日足
嶋
　
　
」

れ（
Ｓ　Ｋ２１０２）
は
、北口
所
で
製
作
し
た
暃
関
係
金
具
の
使
用
材
料
の
報
告
と

送
付
状
で
あ
る
。
ま
た
、「
飛
炎
宇
助
釘
七
寸
口
匸－
飛
炎
架
釘
六
寸
」
や「
口
口

平
釘
」（
ＳＫ２１０２）
の
よ
う
な
建
築
部
材
を
と
め
る
釘
に
つ
げ
た
付
札
や
、建
築

部
材
を
記
し
た
辺゙
附
六
枚
ごり口口口口口
」
　ぶ
Ｋ２１０２）
あ
りヽ
さ
ら
に
京

都
府
木
津
町
か
ら
の
部
材
の
送
付
を
報
じ
た
よ
泉
進
上
4
1
十
二
♀
ド
ド

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

演
付
宿
奈
麻
呂
」（
ａ
Ｘ
卜
皀
）
が
あ
る
。

以
上
の
造
営
を
し
め
す
木
簡
の
ほ
か
に
、
番
長・
蔵
部・
史
生・
舎
人
な
ど
の

下
級
官
人
の
飯
の
請
求
文
書
や
綿
の
納
人
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
始
め

て
題
籤
片（
第２
図
）
を
検
出
し
た
。一
面
に「
従
常
宮
　請
雑
物
」と
二
行
、
他

面
に「
二
年
」
と
あ
る
。
常
宮
は
万
葉
集４３０１の
東
常
宮
で
あ
ろ
う
か
。

第
2
1
次
の
調
査
は
、
第
２
次
内
裏
内
郭
の
東
か
ら
推
定
宮
域
東
限
に
い
た
る
部

分
で
おｙ
】な
い
、
内
裏
外
郭
築
地
の
東
2
0
m

に
平
行
し
て
南
北
に
走
る
玉
石
積
の

涛
７｛
｝回
呂
か
ら
木
簡
を
発
見
し
た
。
こ
の
溝
で
は
、
遺
物
を
含
む
土
砂
が
層
位

的
二
淮
匳
し
て
ド
弌
木
簡
に
そ
の
各
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
年
号
の
記
さ
牡

第２図　題　籖片

て
い
る
も
の
を
み
る
と
、
溝
底
か
ら
天
平
初
年
、
中
ほ
ど
で
天
平
宝
字
年
間
、
最

上
層
で
延
暦
元
年
が
あ
り
、
伴
出
し
た
他
の
遺
物
の
年
代
の
推
定
が可
能
と
なっ

た
。
出
土
木
簡
の
総
点
数
は
に旨
点
て
あ
る
。

文
書
風
の
内
容
の
も
の
で
は
、
豎
子
所
に
属
す
る
奴
婢
関
係
の
も
の
で
、
長
さ

7
0四・
幅４
.４　＠
と
こ
れ
ま
で
の
出
土
木
簡
中
で
最
大
の一
点
が
あ
る
。

「
　
　
　
　
　
　
　

ロロ
ーロ
　
　
　
子祖父
　
　牧手女
　’
　一
　゙
　
　人成

豎
子
所
六
臨
一
口
　口
口
　當
逃
亡
六
人
肺
示
丿

召
口
口
今口
口

飯運一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子石
　
　
　
口
囗万呂
　
　
　

」

ま
た
、
人
夫
の
食
料
支
給
を
求
め
た
と
お
も
え
る

「
圉
髓
計
似
歌
泌竹
す
ま
」附（
　
　［
］
二

ある。このほかに、
　
「
心民部省晶
員
長
習
こい
白
八
内」

や「
木
工
寮口
　申
請口
」
、
断
簡
だ
が
釆
女
司
、
宮
内
、
典
膳
な
ど
の
官
司
名

の
み
え
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
多
く
が
宮
内
省
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、
出
土
し
た

溝
か
内
裏
に
近
い
こ
と
と
無
関
係
で
あ
る
ま
い
。
茴
札
付
札
の
類
で
は
、
新
し
く

山
城・
丹
波・
丹
後・
淡
路
の
国
々
か
ら
の
貞
進
物
の
も
の
を
出
し
た
。

第
9
9

一
次
の
調
査
は６Ａ
Ａ
Ｃいと
６Ａ
Ａ
　Ｆ
!ドに
わ
か
れ
て
実
施
し
た
。
６Ａ
 Ａ
Ｃ

12
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区
の
木
簡
鰛｛
点の
ほ
と
｡
1

ん
どは
溝∽
り曾
朏
か
ら出
土し
た
もの
で
あ
る。
こ

の
溝で
は、
主
に
溝
底の
流砂
層
と
その
上
に
堆
積
し
た
有機
質
を含
む
土層
か

ら
木
簡
を検
出し
た
。こ
の一
群
の
木
簡で
は
、酒
に関
係し
た内
容の
もの
が

多い
こ
と
が注
目
さ
れ
る
。最
初に
造酒
司
の
名
のみ
え
る
もの
を
あ
げ
ると

「
ず詞
肖
長轟
難
句

心宣者言従給状知必番日向口囗
」

は、
造酒
司
が３
名
の
雑人
に
上番
を
命じ
た
もので
あ
り
、
他
の一
点
は断
片

だ
が
、表
に「
造酒
司
解申口
人
」
と
あり
、裏
は
長方
形
の
材
を
横に
用
卜て
、

連
続
して
何
行
も
書
き、
あ
た
か
も酒
の
支
給
簿風
の
も
ので
あ
る
。こ
の
種の

もの
は
削
り屑
の
な
か
に
も
多い
し
、
少
し
異
な
る
が
ぽ親王
八
升
　三
位四

人一
斗二
升
　脯
佞
人
六
升
」
も
そ
の
類
で
あ
ろ
う
。

ま
たヽ

　謳
口
合
冂
り
」酒
三
升口口
者
右
冂口
脯口
務
急
甚
仰
望
垂
処
分
頓

ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

首
死
罪
」
や「
法
監
物
史
生
等
謹
啓
　酒一
二
合
脯
右
依
望
処
分
口
口
以
状
」
は

Ｉヘノ
　
　
　
　
　
　

（
料カ）丶ノ

酒
の
処
分
の
許
し
を
求
め
た
も
の
で
あ
りヽ
一
法
酒
五
升
己
上大殿祭口
脯二
子

ｊベノ
　
　
　
　
　
　

ベノ（
田井カ）

は
酒
の
使
途
を
示
し
た
も
のヽ
「
暖
難
酒
志
紀
郡
脯口
口
郷
缶
入
四
斗
口
升
」
は

特
殊
な
酒
の
付
札
だ
し
、「
清
酒四
斗
」
　
「
白
酒口
」
　
「
清
酒
中
」
な
ど
各
種
の

酒
名
の
み
え
る
断
片
、
さ
ら
に「
中
酢
」
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
造
酒
司
あ
る
い
は
酒
に
関
係
す
る
内
容
を
もっ
木
簡
は
、
付
近
に
造

酒
司
ま
た
は
そ
の工
房
が
あっ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
に
た
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
3
9
年
度平
城
宮調
査出
土
の
木
簡

酒
造で
は
、米
と水
が第一
の
材
料で
ある
。こ
の一
群で
も、「
両
村
郷
御

丶ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
　
　
　
　
　
　

ｊ

酒
米五
斗」「
堕
荒河
郷
御
酒
米五
斗
濱
賀
美里
」「
脯尾
張
国
中
嶋郡
石
作
郷

皿
酒
米五
斗
　九
月
廿
七
日
」
　
「
八
弁
郷
舂
御酒
米
五
斗
」
な
ど、酒
米の
付
札

類
が
多
数
あ
る
。
ま
た
。

（
奈）

「
ｊ
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
針杲安
　
　
　
高宮五百
嶋
　丿
民酒人
　
　文部口
之未呂

賺
十一
月
十
六
日
水
汲
田
部咋未呂
　長
車足
嶋
　
　脯桑原知
嶋
　日置造金口囗
」

は
水
汲
の
使
役
の
人
名
簿
で
あ
る
し
、「
一
条
七
眠
水
四
石
五
斗
九
升
」
と
多
量

の
水
の
使
用
を
し
め
す
も
の
が
あ
る
。

赤
米
貢
進
の
付
札
が
多
い
の
も
特
色
でヽ
「
表
播
磨
国
赤
穂
郡口
口
口
　裏五

ぐ
　
　
　
　
　
　
ぐ

保
秦
酒
虫
赤
米
五
斗
」「
山
田
郡
建
侶
酒
部
枚
夫
赤
米
」「
氷
上
郡
井
原
郷
上
里

赤
搗
米
五
斗
」「
丹
後
国
竹
野
郡
口
野
郷
採
部
古
与
曽
赤
春
米
五
斗
」
な
ど
が
あ

る
。
赤
米
は
、
天
平
６
年
の
尾
張
国
正
税
帳
に「
酒
料
赤
米
」
な
る
記
載
が
あっ

て
、
や
は
り
酒
造
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
最
初
の
播
磨
国

の
赤
米
貢
進
荷
札
は
、
美
濃
国
の
大
宝
戸
籍
例
以
外
の
五
保
の
新
史
料
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
他
の
木
簡
出
土
遺
構
と
同
様
な
御
贄
や
調
の
貢
進
の
と
き
の
荷

札
が
あ
り
、「
紀
伊
国
无
漏
郡
進
上
御
贄
礒
鯛
八
升
」「
青
郷
御
贄
伊
和
志
謄
五

升
」
や「
安
房
國
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
尸
私
部
真
鳥
調
鰒
六
斤
三
列
長
四
尺
五

寸
束一
束
　養
老
六
年
十
月
」
な
ど
各
地
各
種
類
の
も
の
が
あ
る
。

以
上
述
べ
た
溝
Ｊ｛
｝吉
治
出
土
の
木
簡
で
は
、
紀
年
を
も
っ
も
の
は
霊
亀
２
年

糀
か
ら
天
平
４
年
ま
で
あ
り
、
平
城
宮
の
初
期
に
集
中
し
て
い
る
。

誦幻
　こ
の
溝
ＳＤ３０３５の
北
に
は
、
別
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
形
の
井
戸
が

図
二
基
あっ
て
、木
簡の
内
容
か
ら
多量
の
水
を必要
と
す
る
造酒
司
あ
る

い
い
は
その工
房
がこ
の
付
近
に
あっ
た
とす
る
推定
と
符
合
す
る・
平
城
1
3
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第４
図
　宿
　人
扎

宮
跡
の
発
掘
で
、
調
査
地
域
の
性

格
や
そ
こ
に
あ
つ
た
官
衙
名
を
推

定
で
き
た
珍
し
い
場
合
で
あ
る
。

同
時
に
お
こ
な
つ
た
６
　Ａ
Ａ
　Ｆ
ぱ‥

の
調
査
で
は
、
総
数
ＸＳ
点
の
木

簡
が
、
調
査
地
域
の
各
地
点
か
ら

出
土
し
た
。
出
土
遺
構
は
、
七
壙

・
柱
穴・
溝
な
ど
各
種
あ
り、
そ
の
各々
から
少
量
ずつ
出
土し
て
い
る
。現
在

遺
構の
調
査
結果
とそ
の
他
の
遺物
が未
整
理で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
綜
合し
た
結

論
は
出て
い
な
卜。そ
の
た
め、
こ
ｉで
は一
括
して
、
その
内
容
を
概
観
す
る

に
と
ど
めて
お
く
。

ま
ず文
書虱
の
内
容
を
もつ
もの
を
あ
げ
る
と、
請求
文
書
とし
て
、
飯
を
請

求し
た
霸
請
飯三
升
　御
洗
布
粥
養
料
裏口
良八
月
四
日
鴨
家
長

ぐ
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
悔^゙

　
　
　

ぐ

所
が小
豆
な
ど
を請
う
た「
墜囗
過
所
解
　中
請小
豆
事

脯
］
等口
料
請
如
件
　「り
」月
口
日
高
市
廣
野
」な
ど
が
あ

文
書
と
し
て

、ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

「
箴
宮
舎
人
懸
志
己
等
理
　受
物
戸
四
口
脯天
平
勝
宝
八
歳
八
月
十
六
日
」（
第

５図
）
があ
る。
ま
た
、
次の２
点
は
使
役
関係
の
記
録で
あ
る。

(表)
病
二
人
男口口
　
　
　
　
　
　

万呂薪
　刀佩逃
　
　
　
病

見
十
三
人
長
囂
己土一
人菅原
　が
顋
鸚
齟・
覽
‰
‥冂
」

皿「
万
尚
之
叶
廿
大平勝宝八歳十一
月九日上野豊濱」

門
四竹
渋
評
言
当
行四」
　
　
里
回
子
四目で
モ
愆
愚
」

さらにＩ
殿のよ
匸
胃
殿宿六
三川
圉
プ（
で
図）
］
縫

う

毆
九人
嶋身
脯
九月
廿二
日

重要
な
史
料
と
な
る
。

一
の２
点
は、
こ
の
地
域
の
性
格
を
推定
す
る
の
に

貢
進
物の
荷札
で
は
、
贄関
係
の
もの
は
なく
、
調
で
は
通
有
の
もの
の
ほ
か

に
、「
上
道郡
浮
浪人
調
鉄一
連」
　
「
若
狭国三
方
郡
竹田
里
浪
人
黄
文五
百
相

調三
斗
」（
第３
図）の２
点
は
浮
浪
人
の
調貢
の
荷
札で
注
意
をひ
い
た
。
中
男

作
物で
は
　
「
上
野
国
緑
野
郡
小
野
郷戸
主
物
部
鳥
麻呂
戸
中
男
作
物
鹿
謄代
雑

冂
」
は
、
中
男
作
物
とし
て
規
定品
の
代
り
を貢
進し
て
い
る
点
彑
尸主
名
を

記
して
卜る点
は
、こ
れ
まで
の
多
数
あ
る中
男
作
物貢
進
荷札
とは
違っ
て
い

る
。そ
の
他
に、
米・
赤
米
の貢
進荷
札
も
あ
り
、米
貢
進の１
点
に
は「
参河

国
飯口
郡
寸
松
里
海部
宇
麻呂
鴒
糯
米五
斗
　和
銅二
年卜二
月
无口
口
帳口

川
口
麻
呂
」
と
あっ
て
、
こ
れまで
に
検
出
し
た木
簡
の
う
ちで
最
も
古い
年紀

領札受第５閥

を
も
っ
て
卜
る
。
ま
た
、
題
籤
片
が

１
点（
第２
図
）あ
り
、一
面
に「
諸
司

解
文
二
年
」
、
他
面
に
一
諸
司
解
二

年
」
と
あ
る
。
　う川
巾
　琢
）
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